
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２１年９月１６日朝刊西部版記事を読んで、問いに答えなさい。

①掛川市がオリーブを市の新たな主要作物にする計画のことを何とい
うか。記事中から抜き出して答えなさい。

（ ）

②前問①の計画の目的とは何か。次の語句を必ず使って説明しなさい。
＜耕作放棄地、地域産業＞

③オリーブを産地化していくために、あなたならどのような取り組みをしていくことが必要だと考えますか。
掛川市長に提言することを想定して、手元のタブレット端末などを使ってプレゼン資料を作成し、７分以内
で発表しなさい。
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うか。記事中から抜き出して答えなさい。

（ 市オリーブ産地化計画 ）

②前問①の計画の目的とは何か。次の語句を必ず使って説明しなさい。
＜耕作放棄地、地域産業＞

③オリーブを産地化していくために、あなたならどのような取り組みをしていくことが必要だと考えますか。
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で発表しなさい。

解答例

耕作放棄地の解消と地域産業の活性化

（例）市内の農業従事者に、オリーブ栽培で有名な香川県の小豆島での取り組みなど現地の栽培
従事者と一緒に学ぶことができる機会を行政側が提供していく。

（例）以前新聞記事で、地元の掛川工業高校の生徒がオリーブオイルの小型搾油機の開発を進
めていることを知ったので、学生の意見を生産者の現場に積極的に取り入れていく機会をさらに
設けていく。


